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暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

 

 

 

黙想
もくそう

タイム 

*賛
さん

 美
び

   

献金
けんきん

と感謝
かんしゃ

のお祈
いの

り  24-1 

*主
しゅ

の祈
いの

り 

 

 

    

 

お知
し

らせ 
 

  

 

*賛
さん

  美
び

  

*祝
しゅく

 福
ふく

   八木
や ぎ

 浩史
ひ ろ し

 牧師
ぼ く し

 

*後
こう

   奏
そう

 

 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ。願
ねが

わくは御名
み な

をあがめさせたまえ。御国
み く に

を来
き

たらせたまえ。 

みこころの天
てん

になるごとく、地
ち

にもなさせたまえ。我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を今日
き ょ う

も与
あた

えたまえ。我
われ

らに罪
つみ

を犯
おか

すものを我
われ

らが赦
ゆる

すごとく、我
われ

らの罪
つみ

をも赦
ゆる

したまえ。 

我
われ

らを試
こころ

みにあわせず、悪
あく

より救
すく

いいだしたまえ。 

国
くに

と力
ちから

と栄
さか

えとは、限
かぎ

りなくなんじのものなればなり。アーメン 

３６ いまでかけよう 

「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。」 

ヨハネによる福音書３章１６ａより  

 

・主
しゅ

日
じつ

礼拝
れいはい

前半
ぜんはん

の「子
こ

ども説
せっ

教
きょう

」への出席
しゅっせき

をお待
ま

ちしています。 

・教
きょう

会
かい

に来
こ

られない時
とき

は、ＬＩＮＥを利用
り よ う

して家庭
か て い

礼拝
れいはい

をおささげしましょう。 

・次週
じしゅう

の説教
せっきょう

を楽
たの

しみにしてください。・次週
じしゅう

は、10月
がつ

のお誕生
 たんじょう

日会
び か い

です。 

 

 「しゅイエスのみちを」 こどもさんびか改訂版１２０ 

 「しゅイエスのみちを」 こどもさんびか改訂版かいていばん １２０ 
天
てん

の父
ちち

なる神様
かみさま

、今日
き ょ う

も教会
きょうかい

へと招いて
ま ね    

くださり、また、ラインで礼拝
れいはい

をささげられる恵み
め ぐ み

に

感謝
かんしゃ

します。神様
かみさま

、あなたがイエス様
さま

を世
よ

に遣わして
つ か     

くださったことで、私たち
わたし   

は生きる
い   

道
みち

を示
しめ

されました。悩み
なや  

多い
お お  

この世
よ

にあって、希望
き ぼ う

を与え
あ た  

、友
とも

のために祈る
いの  

心
こころ

を導
みちび

いてください。 

この祈り
いの  

を主
しゅ

イエス・キリストの御名
み な

によってささげます。アーメン。 

 

さらに短くしたい場合や、口語的な表現にしたい場合も対応できますよ。どんな雰囲気にしたい

か教えていただければ、もっとぴったりに整えます。 

 

ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

14章
しょう

1-7節
せつ

【
（

日本
に ほ ん

聖書
せいしょ

協会
きょうかい

共同
きょうどう

訳
やく

】    新約
しんやく

聖書
せいしょ

  ｐ.192  

「わがゆくみち」 讃美歌
さ ん び か

２１-４６３ 

交読
こうどく

詩編
し へ ん

（11） 
 

詩編
し へ ん

85 より---   こどもさんびかｐ.205 

イエス様
さま

は〝道
みち

〟〝真理
し ん り

〟〝命
いのち

〟ってどういうこと？ 私
わたし

は？                            

 
０．「暗唱

あんしょう

聖句
せ い く

」を口
くち

に出して
だ   

みましょう！⇒その意味
い み

することを考えます
かんが     

。⇒聖書
せいしょ

へ拡
ひろ

がる。 

１．1節
せつ

のイエス様
さま

の弟子
で し

たちに言った
い   

言葉
こ と ば

「心
こころ

を騒がせて
さわ      

はならない」に注目
ちゅうもく

します。 

２．私たち
わたし    

は「心
こころ

を騒
さわ

がせる」ことがありますか？ 

３．イエス様
さま

は「心
こころ

を騒
さわ

がせる」ことはあったのでしょうか？ 

＊イエス様
さま

の励まし
は げ    

「立て
た  

、さあ、ここから出
で

かけよう。」 

⇒友
とも

を〝支え
ささ  

〟友
とも

のために〝祈る
いの  

〟ことによって、イエス様
さま

からの勇気
ゆ う き

が得
え

られるのです。 

 
イエスは言われた

い    

。「私
わたし

は道
み ち

であり、真理
し ん り

であり、命
いのち

である。私
わたし

を通らなければ
と お        

、 

誰
だ れ

も父
ち ち

のもとに行く
い  

ことが出来
で き

ない。」         ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

14章
しょう

6節
せつ

 

 



＜せいしょ＞聖書
せいしょ

箇所
かしょ

「聖書
せいしょ

協会
きょうかい

 共同
きょうどう

訳
やく

］ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

14章
しょう

1-7節
せつ

 新約
しんやく

聖書
せいしょ

  ｐ.192 
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１「心
こころ

を騒がせて
さ わ     

はならない。神
かみ

を信じ
し ん  

、また私
わたし

を信
しん

じなさい。 

２私
わたし

の父
ちち

の家
いえ

には住まい
す   

がたくさんある。もしなければ、私
わたし

はそう言
い

っておいたであろう。あ

なたがたのために場所
ば し ょ

を用意
よ う い

しに行
い

くのだ。 

３行
い

ってあなた方
がた

のために場所
ば し ょ

を用意
よ う い

したら、戻って
もど    

きて、あなたがたを私
わたし

のもとに迎
むか

える。

こうして私
わたし

のいる所
ところ

に、あなたがたもいることになる。 

４私
わたし

がどこへ行く
い  

のか、その道
みち

をあなたがたは知
し

っている。」 

５トマスが言った
い   

。「主
しゅ

よ、どこへ行かれる
い    

のか、私たち
わたし    

にはわかりません。どうして、その道
みち

が分
わ

かるのでしょう。」 

６イエスは言われた
い    

。「私
わたし

は道
みち

であり、真理
し ん り

であり、命
いのち

である。私
わたし

を通らなければ
と お        

、誰
だれ

も父
ちち

の

もとに行く
い  

ことが出来
で き

ない。 

７あなたがたが私
わたし

を知って
し   

いるなら、私
わたし

の父
ちち

をも知る
し  

であろう。いや、今
いま

、あなたがたは父
ちち

を

知
し

っており、またすでに父
ちち

を見
み

たのだ。」 

         

                  

                

                    

                

            
1 章１節「はじめに言があった。言は神と共にあっ

た。言は神であった。」３章１６節「神はその独り

子をお与えになったほどに、世を愛された。御子

を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得る

ためである。」８章１２節「イエスは再び言われた。

「私は世の光である。私に従う者は闇の中を歩ま

ず、命の光を持つ。」」10 章 11 節「私は良い羊飼い

である。良い羊飼いは羊のために命を捨てる。」

12 章 24 節「よくよく言っておく。一粒の麦は、地

に落ちて死ななければ、一粒のままである。だが、

死ねば、多くの実を結ぶ。」13 章 34 節「あなたが

たに新しい戒めを与える。互いに愛し合いなさ

い。私があなたがたを愛したように、あなたがた

も互いに愛し合いなさい。」 

14 章 6 節「イエスは言われた。「私は道であり、

真理であり、命である。私を通らなければ、誰も

父のもとに行くことが出来ない。」15 章 5 節「私

はぶどうの木、あなたがたはその枝である。人が

私につながっており、私もその人につながってい

れば、その人は豊かに実を結ぶ。」 


